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域全体で -38%~ +6%の変化が予測されることが示された。これに対して、温暖化のみでは 16%の減少、
放牧圧変化のみでは -25~ +25%の変化予測であった。一方、表層土壌水分量は十数%の増加から 37%の
減少、蒸発散量は何れの場合での土 10%の増減、浸透量は::t4%程度の増減が認められた。一方、年河川流
出量は平均としては数%から 20%減少することが予測された。全体として降水量減少に代表される温暖化
影響と動物数変化がどのようなメカニズムで生態水文学的な変化を流域にもたらすのかが明らかにされたD
審査の結果の要旨
これまでに研究例が非常に少ないモンゴルの植生変遷域で2つのモデルに必要パラメータの多くを現地の
情報で丹念に決定し、また必要なアルゴリズムの開発などを通して、 2つのモデルを結合することで、バイ
オマス量を月単位で、熱収支、蒸発や流出などの水文量を時間スケールでそれぞれ 1kmグリッドで再現出
来るモデルを開発したことは高く評価出来る。さらに、このモデルを用いた将来予測から得られた地球温暖
化と放牧という人間活動の変化がどの程度、どのようなメカニズムで流域の生態水文学な影響を与えうるの
かを調べた研究は非常に少なく、得られた知見が果たす役割は大きいと考えられる。また複数モデルを結合
する手法は現在の当該分野での最先端の研究内容の一つであり、その方法から得られた知見も重要と判断さ
れる。
平成 23年6月 13日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された口よって、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認め
る。
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